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 Ⅰ 平成 29 年度町税等収納率向上対策取組状況について(報告) 

 

１ 町税等の収納状況 

(1) 町税（一般税） 

平成 29 年度は，現年度分 98.55％，滞納繰越分 24.36％，合計 92.30％（H28

実績）を収納率目標として取り組んだ。その結果，現年度分収納率 98.87％，滞

納繰越分収納率 20.70％，現年滞繰合計では 93.61％と目標を 1.31 ポイント上

回る結果となった。収納率が目標を上回った要因としては，国内・県内の経済状

況も全体として持ち直しの動きがみられるとともに，口座振替の推奨，早期の滞

納整理着手，町県民税特別徴収事業者の拡大，青森県市町村税滞納整理機構の活

用などが挙げられる。 

調定額は，前年度と比較し，現年度分は個人町民税 10,725 千円，固定資産税

3,414 千円，軽自動車税 1,237 千円，鉱産税 17 千円とそれぞれ増額, 法人町民

税 1,786 千円，たばこ税 822 千円とそれぞれ減額など合計 12,777 千円の増額と

なった。 

また，収納額は，前年度と比較し，現年度分は個人町民税 13,337 千円，固定

資産税 3,843 千円,軽自動車税 1,482 千円,鉱産税 17千円とそれぞれ増額, 法人

町民税 1,576 千円，たばこ税 822 千円とそれぞれ減額など合計で 16,274 千円の

増額，滞納繰越分は合計で 8,179 千円の減額，現年滞繰合計で 8,095 千円の増

額となった。 
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表１ 町税収納額（収納率）                     （千円,％） 

全  体 
平成 29 年度 平成 28 年度 増  減 

収納額 収納率 収納額 収納率 収納額 収納率 

現年度分 1,121,560 98.87 1,105,286 98.55 16,274 0.32 

滞納繰越分 16,926 20.70 25,105 24.36 △8,179 △3.66 

合  計 1,138,487 93.61 1,130,391 92.30 8,095 1.31 

 

表 2 税目別収納額、収納率（現年度・滞納繰越分合算）         （千円,％） 

税  目 
平成 29 年度 平成 28 年度 増  減 

収納額 収納率 収納額 収納率 収納額 収納率 

個人町民税 484,414 92.86 474,689 91.44 9,725 1.41 

法人町民税 54,136 99.38 55,656 99.08 △1,520 0.30 

 固定資産税 475,044 92.66 475,659 91.11 △615 1.55 

国有資産等所在町交付金及び納付金 47 100 56 100 △8 0.00 

軽自動車税 40,000 93.04 38,682 93.04 1,318 1.23 

たばこ税 80,389 100 81,211 100 △822 0.00 

鉱産税 4,454 100 4,437 100 △17 0.00 

合  計 1,138,487 93.61 1,130,391 92.30 8,095 1.31 
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○平成30年度町税の滞納繰越額 

平成 29 年度の現年度・滞納繰越分含めた収納未済額は 77,657 千円となり，

不納欠損額等を処理した 68,367 千円が平成 30 年度への滞納繰越額であり，平

成 29 年度に比べ 13,444 千円減少した。 

 

 

 

(2) 国民健康保険税 

平成29年度は，現年度分91.04％，滞納繰越分25.77％（H28実績）を収納率

目標として取り組んだ。平成29年度の収納率は，28年度と比較して，現年度分

では91.93％と0.89ポイントのプラス，滞納繰越分では30.12％と4.35ポイント

のプラス，合計では76.25％と3.34ポイントのプラスとなった。 

現年度課税分・滞納繰越分ともに，年間を通して前年度を上回る経緯で推移

し,4年連続プラスとなった。 

 

平成29年度の状況 

現年度課税分 収納額 335,608千円  収納率 91.93％ 

滞納繰越分  収納額  32,577千円  収納率 30.12％ 

 

合  計  収納額 368,185 千円  収納率 76.25％ 
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表 3 国民健康保険税収納率の推移 

年  度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 29 年度収入未済額 

現年度 88.74% 90.10% 91.04% 91.93% 29,329 千円 

滞納繰越分 14.84% 19.04% 26.57% 30.12% 67,786 千円 

合  計 63.08% 66.60% 72.91% 76.25% 97,115 千円 

 

 

 

 

(3) 介護保険料 

平成29年度は，現年度分98.50％，滞納繰越分13.17％（H28実績）を収納率

目標として取り組んだ。平成29年度の収納率は，28年度と比較して，現年度分

では98.39％と0.11ポイントのマイナス，滞納繰越分では9.06％と4.11ポイン

トのマイナス，合計では95.67％と0.28ポイントのマイナスとなった。 

現年度課税分・滞納繰越分ともに，年間を通して前年度を下回る経緯で推移

した。 

 

平成29年度の状況 

現年度課税分 収納額 307,682千円  収納率 98.39％ 

滞納繰越分  収納額     891千円  収納率  9.06％ 

 

合  計  収納額 308,573 千円  収納率 95.67％ 
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表 4 介護保険料収納率の推移 

年  度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 29 年度収入未済額 

現年度 97.70% 98.34% 98.50% 98.39% 5,031 千円 

滞納繰越分 9.90% 12.42% 13.17% 9.06% 4,833 千円 

合  計 93.91% 95.86% 95.95% 95.67% 9,864 千円 

 

 

(4) 後期高齢者医療保険料 

平成29年度は，現年度分99.29％，滞納繰越分15.58％（H28実績）を収納率

目標として取り組んだ。平成29年度の収納率は，28年度と比較して，現年度分

では99.58％と0.29ポイントのプラス，滞納繰越分では21.58％と6.17ポイント

のプラス，合計では98.73％と0.25ポイントのプラスとなった。 

現年度課税分、滞納繰越分ともに、年間を通して前年度を上回る経緯で推移

した。 

 

平成29年度の状況 

現年度課税分 収納額  61,191千円  収納率 99.58％ 

滞納繰越分  収納額     147千円  収納率 21.58％ 

 

合  計  収納額  61,338 千円  収納率 98.73％ 

 

 

表 5 後期高齢者医療保険料収納率の推移 

年  度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 29 年度収入未済額 

現年度 99.41% 99.53% 99.29% 99.58% 259 千円 

滞納繰越分 5.90% 8.73% 15.42% 21.58% 319 千円 

合  計 96.68% 98.31% 98.48% 98.73% 578 千円 
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２ 平成 29年度町税等収納率向上対策について 

 

(1) 計画的な納付指導対策 

 年間を通じ,文書催告をはじめ電話及び臨戸訪問による催告、さらに休日臨

戸訪問（春・秋）を実施した。 

 高額，長期累積，時効完成直前など滞納事案の優先順位を定め，効率のよい

徴収を目指した。新規未納者への早期納付相談を推進するため，現年度課税分

の未納者を対象に電話催告や呼び出しを行い，納付計画の作成指導を行った。 

前年に引き続き，差押，換価等の滞納処分や滞納事案への対応方法等，高

額・困難滞納案件の滞納整理の推進に努めた。 

 

○滞納整理強化月間・特別徴収期間 

・夜間納税相談,電話催告期間（通年：毎週火曜日） 

・現年度集中滞納整理期間（４～５月） 

・実態調査強化月間（７月） 

・徴収強化月間（８，11月） 

・滞納処分強化月間（９，12月） 

 

表 6 差押債権の内訳 

債 権 種 別 債 権 の 名 称 件 数 

預貯金等 普通預金,定期預金,貯蓄預金,郵便貯金等 11 ( 3) 

給料等 給料,年金等 20 ( 8) 

国税・地方税還付金 所得税還付,軽自動車税還付等 15 ( 0) 

その他債権 生命保険・出資金等 0 ( 0) 

()は青森県市町村税滞納整理機構によるもの 

 

(2) 納付機会の拡大等収納窓口の充実 

ア 夜間納税相談は，毎週火曜日19時30分まで実施し，納税者の利便を図っ

た。29年度は50日間実施し,納付・相談件数は合計で344件，納付額は

9,434千円であった。 

イ 口座振替を推進し，自主納付意識の啓発のため，利用案内のチラシや封

筒を作成し，当初納付書発送時に活用して啓発に努めた。 

ウ 納税思想の普及高揚を図る事業として,次代を担う小中学生の納税作品を

募集した結果，町内小中学校8校から70点の応募があった。 
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表7 町税の口座振替利用率                       （％） 

年度 27年度 28年度 29年度 

項目 件数比 課税額比 件数比 課税額比 件数比 課税額比 

町県民税 11.3 10.5 10.5 10.5 10.2 8.0 

固定資産税 21.6 21.2 21.2 20.3 22.4 21.8 

軽自動車税 11.0 10.8 10.8 9.4 11.3 9.5 

国保税 17.2 17.4 17.4 18.0 19.1 20.2 

 

 

 

 

 

(3) 「青森県市町村税滞納整理機構」の活用 

平成 24 年 4 月に青森県と県内 38 市町村による共同徴収組織として設立した

「青森県市町村税滞納整理機構」を活用した徴税を実施した。平成 29 年度の

機構への移管件数 363 件，徴収金額は 30,585 千円となった。 
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